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記者会見発言要旨記者会見発言要旨記者会見発言要旨記者会見発言要旨（（（（未定稿未定稿未定稿未定稿）））） 

 

日日日日    時時時時：：：： 2006 年年年年 9 月月月月 1 日日日日（（（（金金金金））））    11:30～～～～ 

出席者出席者出席者出席者：：：： 北城恪太郎北城恪太郎北城恪太郎北城恪太郎    代表幹事代表幹事代表幹事代表幹事 

 小島小島小島小島    邦夫邦夫邦夫邦夫    副代表幹事副代表幹事副代表幹事副代表幹事・・・・専務理事専務理事専務理事専務理事 

 

記者の質問に答える形で①自民党総裁選、②靖国参拝、③経済財政諮問会議、④敵対的買収、⑤外

交・安全保障委員会の提言、について発言があった。 

 

Q:    自民党総裁選自民党総裁選自民党総裁選自民党総裁選がががが 12 日告示日告示日告示日告示でででで 20 日投票日投票日投票日投票だがだがだがだが、、、、実質的実質的実質的実質的にはにはにはには選挙戦選挙戦選挙戦選挙戦がががが盛盛盛盛んにんにんにんに行行行行われているわれているわれているわれている。。。。安倍安倍安倍安倍

官房長官官房長官官房長官官房長官、、、、谷垣財務大臣谷垣財務大臣谷垣財務大臣谷垣財務大臣、、、、麻生外務大臣麻生外務大臣麻生外務大臣麻生外務大臣とととと有力三候補有力三候補有力三候補有力三候補がががが出揃出揃出揃出揃いいいい、、、、自民党自民党自民党自民党のののの地方地方地方地方ののののブロックブロックブロックブロック大会大会大会大会なななな

どでどでどでどで、、、、政策政策政策政策についてについてについてについて具体的具体的具体的具体的にににに語語語語りりりり始始始始めているめているめているめている。。。。安倍氏安倍氏安倍氏安倍氏はははは今日今日今日今日のののの夕方夕方夕方夕方、、、、正式正式正式正式にににに政権構想政権構想政権構想政権構想をををを発表発表発表発表されるされるされるされる

がががが既既既既にににに大枠大枠大枠大枠がががが出出出出ているのでているのでているのでているので、、、、三候補三候補三候補三候補のののの政策政策政策政策についてについてについてについて代表幹事代表幹事代表幹事代表幹事のののの見解見解見解見解をををを聞聞聞聞かせてかせてかせてかせていただきたいいただきたいいただきたいいただきたい。。。。 

北城：  安倍官房長官の具体的政策はこれからなので、それを待ちたい。谷垣、麻生両大臣につ

いては、それぞれのお考えを出されており、どこに重点を置くかをはっきり出されているの

ではないか。小泉構造改革を持続する上で、更にどこに重点を置くかを出されているので

大変結構だと思う。安倍官房長官は大変有力と言われているだけに、具体的な政策をどう

展開するかを出すことが非常に重要だ。多くの支持を得るなかで自民党総裁に選ばれると

すれば、その中で具体的なものを掲げておいた方が、後で実行しやすい。小泉総理はそう

いう手段をとられた。特に、郵政民営化をはっきり出して支持を受けた結果、その後の実行

に大きな力となった。憲法改正や教育基本法改正については具体的な話が出ているが、

多くの国民にとって影響の大きい経済政策や社会保障政策について、具体的にどのように

取り組むかを出した上で、総裁候補が議論することがいいのではないか。 

 

Q:    ブロックブロックブロックブロック大会大会大会大会などではなどではなどではなどでは地方地方地方地方のののの党員票党員票党員票党員票をををを獲得獲得獲得獲得するというするというするというするという思惑思惑思惑思惑もあるのかもしれないがもあるのかもしれないがもあるのかもしれないがもあるのかもしれないが、、、、公共事業公共事業公共事業公共事業のののの

重要性重要性重要性重要性をををを強調強調強調強調されたりされたりされたりされたり、、、、例例例例えばえばえばえば整備新幹線整備新幹線整備新幹線整備新幹線にににに関関関関してはしてはしてはしては延伸延伸延伸延伸すべきだすべきだすべきだすべきだ等等等等、、、、三候補三候補三候補三候補がそれぞれがそれぞれがそれぞれがそれぞれ共通共通共通共通しししし

てててて言言言言っているっているっているっている。。。。そうしたそうしたそうしたそうした発言発言発言発言をををを聞聞聞聞いているといているといているといていると、、、、構造改革構造改革構造改革構造改革やややや財政再建路線財政再建路線財政再建路線財政再建路線にににに逆行逆行逆行逆行しているようにしているようにしているようにしているように思思思思えるえるえるえる。。。。

こうしたこうしたこうしたこうした発言発言発言発言についてのごについてのごについてのごについてのご意見意見意見意見、、、、ごごごご感想感想感想感想をををを伺伺伺伺いたいいたいいたいいたい。。。。 

北城：  政府の基本的な方針は骨太の方針に出ているし、2011 年までに財政再建、特にプライマ

リーバランスを均衡させるために大幅な歳出削減をする、という枠組みは作られている。例

えば公共事業や整備新幹線等で予算を使うのであれば、どこを削減して財政再建をする

か、という大きな枠組みを示していただきたい。歳出増を行って公共事業にお金を使うのか、

別なところを削減して必要な公共事業にお金を投入するのか、政府の予算、特に歳出の枠

組みをどう作るかが重要だ。我々の基本的な考えは、まず歳出削減によって財政再建をす

べきということなので、どこを削減するのかと併せて意見を出していただければ、政策の全

体像がよく分かる。公共事業だけを増やして、それが歳出削減に結びつかないということで
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あれば、大きな懸念材料になると思う。 

 

Q:    自民党内自民党内自民党内自民党内のののの情勢情勢情勢情勢をををを見見見見ているとているとているとていると、、、、安倍氏安倍氏安倍氏安倍氏のののの選出選出選出選出がほぼがほぼがほぼがほぼ揺揺揺揺るぎないるぎないるぎないるぎない状況状況状況状況になっているになっているになっているになっている。。。。安倍氏安倍氏安倍氏安倍氏のののの重重重重

点政策点政策点政策点政策としてとしてとしてとして、、、、憲法憲法憲法憲法 9 条条条条のののの改正改正改正改正によるによるによるによる自衛軍自衛軍自衛軍自衛軍のののの創設創設創設創設もももも含含含含めためためためた憲法改正憲法改正憲法改正憲法改正、、、、教育基本法教育基本法教育基本法教育基本法のののの改正改正改正改正をををを中心中心中心中心とととと

するするするする教育改革教育改革教育改革教育改革、、、、再再再再チャレンジチャレンジチャレンジチャレンジ支援政策支援政策支援政策支援政策がががが掲掲掲掲げられているげられているげられているげられている。。。。このこのこのこの三点三点三点三点についてごについてごについてごについてご意見意見意見意見、、、、ごごごご感想感想感想感想をををを伺伺伺伺いいいい

たいたいたいたい。。。。 

北城：  私は基本的に憲法や教育基本法の改正には賛成している。ただし、憲法改正はそう簡単

ではないので、憲法改正のための国民投票の法案作成、具体的な憲法条文をどのように

詰めるか、という作業が必要だ。 

  再チャレンジについては、経済活性化やニート、フリーター問題に対応する重要な政策

だと思うので、再チャレンジのための具体的な政策を出すことが重要だ。国がお金を沢山

支出して、ニート、フリーターの雇用の場を作るということでは、持続可能な仕組みにならな

い。民間の活力を生かす仕組みの中で、就業機会や必要なセーフティネットをいかに作る

かが重要だ。基本的な方針は良いと思うので、具体策をどのような優先順位で出すかを示

していただきたい。再チャレンジの中で、ニート、フリーターの就業機会、挑戦の機会を作

るということに加え、事業に失敗した、あるいは就職の機会が無かった人たちが自ら事業を

興す、自分が働く場だけではなく雇用の場を作る、ということも重要だ。そうした新事業創造

についても政策を出していただきたい。それは、国がお金を出して支援するということでは

なく、民間が資金を出して、新たな事業への挑戦を支援する税制を作っていただくのが良

いと思う。 

  更に、道州制の導入は、公務員制度改革、中央から地方への権限委譲の大きな柱にな

るので、簡単な課題ではないが、具体的に、どのような手段で、どのくらいのスケジュール

で実現するかを、是非出していただきたい。これは他の候補も同じだ。基本的な方針は自

民党のマニフェストに書かれているので方向は賛成だと思うが、具体策、手段、スケジュー

ルを示していただきたい。 

 

Q:    安倍官房長官安倍官房長官安倍官房長官安倍官房長官のののの教育改革教育改革教育改革教育改革にはにはにはには賛成賛成賛成賛成、、、、とのことだがとのことだがとのことだがとのことだが。。。。 

北城：  教育基本法の改正については、基本的な考え方は賛成だ。ただし、教育基本法は、どちらか

というと倫理観、愛国心などの視点が注目されている。それも重要な課題だが、それ以上にこれ

からは、日本の発展のためにどのような人材を育成していくか、特に教育の質の問題、人材の

観点を注視していただきたい。日本の初等・中等教育、大学教育の学力に関して、また大学の

国際競争力という観点についてもこれから焦点を当てていただきたい。教育改革というのは、単

なる教育基本法の問題ではないと思う。これから具体策が出てくることを期待している。 

 

Q:    大学大学大学大学のののの入学時期入学時期入学時期入学時期をををを秋秋秋秋にしてにしてにしてにして、、、、高校高校高校高校からからからから大学大学大学大学のののの間間間間のののの半年半年半年半年ををををボランティアボランティアボランティアボランティア活動活動活動活動にににに充充充充てるなどのてるなどのてるなどのてるなどの案案案案があるがあるがあるがある

がががが、、、、それについてはどのようにおそれについてはどのようにおそれについてはどのようにおそれについてはどのようにお考考考考えかえかえかえか。。。。 

北城：  それもひとつあると思うが、特に日本の高等教育、大学教育に関しては、研究、教育、社会貢
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献の役割があると思う。研究に関してはそれなりに整備されてきたし、研究者間での評価もある

が、教育に関しては必ずしも十分な制度が作られているとは思わないし、教育に力を入れたこと

が評価される仕組みでもないところが問題だと思う。大学教育の国際競争力、質の向上と、それ

に併せて、大学の入試が初等・中等教育を歪めている部分がある、偏差値重視の教育になっ

ているところもあるので、大学入試改革も含めて取り組んでいただきたい。 

  日本の場合には、少子化も非常に重要な問題なので、少子化についてどのような対策をとら

れるかも重要だと思う。子育ての負担が大きいという経済的な問題が大きな制約のひとつになっ

ていることもあるので、政府が子供ひとりに対して数万円出す、育児手当を増やすという考え方

もあるが、女性が働くことによる家計の収入増は、子供ひとり当たり数万円という金額以上に大き

な経済効果がある。海外をみていると、女性も就業の機会がある、男女含めて子育てをする中

で、出生率の向上も考えられる。単なる児童手当の増加だけではない政策もあると思うし、待機

児童なく（両親が）働くことができるような保育施設の充実も大事だと思うが、保育園のための助

成金を増やすということではなく、規制緩和を進めて民間が保育園を提供できるような仕組みに

変える、保育園に関するバウチャー制度なども重要な手段になってくると思う。総合的に子育て

をどう支援するかが大事だと思うので、これも少子化対策の大きな柱になると思う。 

 

Q:    再再再再チャレンジチャレンジチャレンジチャレンジについてについてについてについて、、、、企業企業企業企業ははははフリーターフリーターフリーターフリーターのののの再雇用再雇用再雇用再雇用にににに積極的積極的積極的積極的にににに取取取取りりりり組組組組みたくないというみたくないというみたくないというみたくないという印象印象印象印象があるがあるがあるがある。。。。

税制優遇税制優遇税制優遇税制優遇をもってをもってをもってをもって雇用雇用雇用雇用をををを促進促進促進促進することはすることはすることはすることは、、、、あるあるあるある意味意味意味意味アンフェアーアンフェアーアンフェアーアンフェアーをををを生生生生むのむのむのむのではないかではないかではないかではないか。。。。再再再再チャレンジチャレンジチャレンジチャレンジとととと税税税税

制優遇制優遇制優遇制優遇のののの公平間公平間公平間公平間についてについてについてについて、、、、どのよどのよどのよどのようにおうにおうにおうにお考考考考えかえかえかえか。。。。 

北城：  再チャレンジできる社会は重要である。一度失敗したら、挑戦の機会がない社会は、努力が

報われない社会である。一回失敗しても挑戦できる社会、それは企業への就職もあるだろうし、

起業もあるだろうが、常に挑戦の機会があることが重要である。それをどのような政策で実現す

るかについては、特に安倍官房長官にはお考えがあるようなので、これから示して頂きたい。大

企業がニートやフリーターの採用に積極的ではないという話があるが、どのような雇用政策を採

るかは、それぞれの企業の企業戦略のひとつである。それぞれの企業の採用したい人員を無

理に変えるのは合理性のある話ではない。経済が発展して、少子化で若い人の数も減っており、

逆に就職の機会が多くなっている。この機会に、自らフリーター等を求めずに就職することが大

事である。特に、これから卒業する若い人に対しては大事だ。第一希望の会社でなければ働か

ずに、希望の仕事を見つけるまでアルバイトをするという発想をやめて、まずは就職する。そし

て、その仕事の中で面白さを見つけていくことが重要だ、というメッセージを大人が子供に出さ

なければならない。自ら希望した仕事が見つかるまで家にいてもいい、となるとフリーターを作る

ことになる。みなさんも、元々記者になろうと思っていた人もいるかもしれないが、色々なチャン

スがあって、それぞれの会社の仕事に就いたのではないかと思う。要するに、その仕事の中で

努力することが重要であり、学校で生徒に話をするときもそのように語っている。 

 

Q:    受受受受けけけけ手側手側手側手側ではなくではなくではなくではなく、、、、再再再再チャレンジチャレンジチャレンジチャレンジするするするする側側側側のののの意識改革意識改革意識改革意識改革がががが必要必要必要必要ということかということかということかということか。。。。 

北城：   両方必要だと思う。経済が発展して就職戦線が売り手市場といわれ、就職の機会がある中
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で、企業側も学生側も考え方を変えていく必要がある。 

 

Q:    今回今回今回今回のののの総総総総裁選裁選裁選裁選でででで一番一番一番一番はっきりしているのははっきりしているのははっきりしているのははっきりしているのは、、、、谷垣谷垣谷垣谷垣さんのさんのさんのさんの「「「「できるだけできるだけできるだけできるだけ早早早早いいいい時期時期時期時期にににに消費税率消費税率消費税率消費税率をををを 10％％％％にににに」」」」

というものだがというものだがというものだがというものだが、、、、経済同友会経済同友会経済同友会経済同友会ではではではでは夏季夏季夏季夏季セミナーセミナーセミナーセミナーでででで「「「「増税増税増税増税なきなきなきなきプライマリーバランスプライマリーバランスプライマリーバランスプライマリーバランスのののの黒字化黒字化黒字化黒字化をををを」」」」というというというという議論議論議論議論がががが

あったあったあったあった。。。。このこのこのこの点点点点はははは、、、、意見意見意見意見がががが相容相容相容相容れないところなのかれないところなのかれないところなのかれないところなのか。。。。 

北城：  そう大きく違っていることではないと思う。谷垣大臣の主張も、いますぐに消費税を 5％上げると

いうことではなく、2010 年代には財政再建のために消費税引き上げが必要になるだろう、という

のが趣旨だと思う。経済同友会では、年金制度改革として基礎年金の 1階部分に消費税を充て

ることを含めて消費税の考え方を出しており、今の制度を維持するために消費税を上げるという

考え方ではない。それぞれの候補も、基本的には、将来消費税の引き上げが必要になるだろう、

という点には変わりはないと思う。要はそれに至る過程で、経済同友会は、特に 2011 年までの

プライマリーバランスの均衡は、もちろん経済成長に伴う税収増もあるだろうが、まずは大幅な歳

出削減を中心に行うべきである、その上で、財政再建の必要性に応じて消費税の引き上げや社

会保障制度、特に年金制度改革を併せてやるべきだ、という考えだ。長期的に、直間比率の問

題を含めて消費税、いわゆる間接税を引き上げて、直接税の比率を下げていく方向をとるべき

だ、という基本的な考えは我々とも一致する。懸念材料は、歳出削減を十分しなくても消費税を

上げることで税収が確保されれば良いのではないか、ということになりかねないのが心配というこ

とだ。 

 

Q:    安倍氏安倍氏安倍氏安倍氏がががが有力有力有力有力といわれているといわれているといわれているといわれている中中中中でででで、、、、今後今後今後今後のののの自民党総裁選自民党総裁選自民党総裁選自民党総裁選にににに何何何何をををを望望望望むかむかむかむか。。。。 

北城：  有力候補といわれる方々の政策がはっきり出されて、その政策についてそれぞれが見解

を出されることが、最終的に総裁選が行われた後の政策実現の大きな力になるので、具体

的な政策論争をしていただきたい。我々もそれぞれの政策、特に我々が重要と考える道州

制の導入の問題、社会保障、特に国民の関心が高い年金の持続可能性の問題、あるい

は FTAの推進を含めた経済連携の問題などについて、意見を表明していきたい。FTAは

基本的な方向としては推進だと思うが、推進しようとすると、例えば農業の競争力強化、雇

用問題など、国内の構造改革の問題にかかわってくる。こうした政策についてどのようなお

考えをお持ちなのか。当然、財政再建の進め方、小泉政権で進めてきた構造改革、特に

官から民へ、中央から地方へという政策をどう推進するかを出していただき、議論していた

だくことが必要だ。これまでは、有力候補と言われていた安倍官房長官の政策が出ていな

かったので、政策論争がかみ合わなかったと思う。最終的に立候補された後は、政策を中

心に議論していただきたい。そして、政策を掲げて支持されることが、政策実現の政治的

な原動力になるのではないかと期待している。どんな政策を掲げて支持されたかが分かり

にくいと、党内の色々な派閥の議論が政策決定に影響してしまう。そうではなくて、掲げた

政策が支持され、それが実際の政策実現の原動力になることが望ましい。将来、それが党

のマニフェストに反映されていくと思う。大きな枠組みとしては、小泉総理が前の総選挙で

掲げられたマニフェストが、基本的なたたき台になると思う。従って、その方針を引き継ぐと
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思うが、その優先課題やスケジュールについては、それぞれの候補のお考えがあると思う

ので、それを具体的に出していただきたい。 

 

Q:    小泉総理小泉総理小泉総理小泉総理がががが、、、、現職現職現職現職のののの総理大臣総理大臣総理大臣総理大臣としてはとしてはとしてはとしては 21 年年年年ぶりにぶりにぶりにぶりに、、、、終戦記念日終戦記念日終戦記念日終戦記念日にににに靖国神社靖国神社靖国神社靖国神社をををを参拝参拝参拝参拝したしたしたした。。。。このこのこのこの問問問問

題題題題はははは色色色色々々々々なななな方面方面方面方面でででで賛否両論賛否両論賛否両論賛否両論、、、、物議物議物議物議をををを醸醸醸醸しししし出出出出しているがしているがしているがしているが、、、、改改改改めてごめてごめてごめてご意見意見意見意見、、、、ごごごご感想感想感想感想をををを伺伺伺伺いたいいたいいたいいたい。。。。またまたまたまた次次次次

期総理期総理期総理期総理にににに対対対対するするするする（（（（靖国神社参拝靖国神社参拝靖国神社参拝靖国神社参拝にににに関関関関するするするする））））要望要望要望要望があればがあればがあればがあれば聞聞聞聞かせてかせてかせてかせて欲欲欲欲しいしいしいしい。。。。 

北城：  小泉総理の参拝に対して、中国や韓国からの批判、国内での賛否、色々な議論があった

と思うが、次の総理がどのような考えを持たれるかが非常に重要だ。アジアの国々、特に中

国や韓国との関係を考えた際に、靖国参拝だけではなく、領土問題や歴史認識、資源等、

多くの課題がある。こういった課題を含めて、どのように良好な関係を作っていくのか。外交

はこちらの考え方だけではなく、先方の考え方もあるので、解決策は簡単ではないと思うが、

どのような考え方で取り組むかを出していただくことが重要だ。 

 

Q:    かねてからかねてからかねてからかねてから代表幹事代表幹事代表幹事代表幹事はははは、、、、靖国靖国靖国靖国参拝参拝参拝参拝もももも含含含含めてめてめてめて考考考考ええええ方方方方ををををマニフェストマニフェストマニフェストマニフェストでででで示示示示してしてしてして欲欲欲欲しいとしいとしいとしいと発言発言発言発言しているしているしているしている

がががが、、、、最有力候補最有力候補最有力候補最有力候補のののの安倍氏安倍氏安倍氏安倍氏はははは（（（（参拝参拝参拝参拝にににに））））行行行行くともくともくともくとも行行行行かないともかないともかないともかないとも明言明言明言明言しないとしないとしないとしないと発言発言発言発言しているしているしているしている。。。。このこのこのこの点点点点についについについについ

てはてはてはては、、、、どうおどうおどうおどうお考考考考えかえかえかえか。。。。 

北城：  今の時点で明確にされないということだが、それも含めてどのような外交政策を展開する

かは国民の大きな関心事でもあるので、外交政策についてご意見を出していただくことを

期待している。 

 

Q:    参拝参拝参拝参拝のののの有無有無有無有無をををを含含含含めてということかめてということかめてということかめてということか。。。。 

北城：  それも含めて、あるいは近隣諸国が参拝に対してどのように理解をするか、その上で良好

な関係をどう作るかについて、三候補が、あるいはその他にも候補者がいらっしゃるのかも

しれないが、外交政策、特に近隣諸国との外交政策についてもご意見を出していただきた

い。外交だけでなく、安全保障の問題もあるので、それも含めて基本的なお考えを出して

いただくということが、国のあり方を考える重要な視点になると思う。 

 

Q:    最有力候補最有力候補最有力候補最有力候補のののの安倍氏安倍氏安倍氏安倍氏はははは（（（（参拝参拝参拝参拝にににに））））行行行行くともくともくともくとも行行行行かないともかないともかないともかないとも明言明言明言明言しないことについてしないことについてしないことについてしないことについて、、、、評価評価評価評価しているのしているのしているのしているの

かどうかをかどうかをかどうかをかどうかを伺伺伺伺いたいいたいいたいいたい。。。。 

北城：  靖国だけではなく、歴史認識、領土、資源といった近隣外交についての課題がある。それ

を含めて、どのような考え方で良好な関係を構築するのかを出していただくことが大事だ。 

 

Q:    行行行行くくくく、、、、行行行行かないはかないはかないはかないは明言明言明言明言しなくてもしなくてもしなくてもしなくても、、、、しっかりとしたしっかりとしたしっかりとしたしっかりとした外交政策外交政策外交政策外交政策をををを打打打打ちちちち出出出出せればいいということかせればいいということかせればいいということかせればいいということか。。。。 

北城：  行く、行かないにかかわらず、日本国民の考え方、近隣諸国の考え方もあるので、それを

踏まえて、どのようにして良好な関係を作って、健全に発展できるかが重要な課題だ。 

 

Q:    ポストポストポストポスト小泉政権小泉政権小泉政権小泉政権においてにおいてにおいてにおいて、、、、経済財政諮問会議経済財政諮問会議経済財政諮問会議経済財政諮問会議がががが新新新新しいしいしいしいメンバーメンバーメンバーメンバーでででで行行行行われるかもしれないわれるかもしれないわれるかもしれないわれるかもしれない。。。。小泉改革小泉改革小泉改革小泉改革
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をををを踏襲踏襲踏襲踏襲するというするというするというするという意味意味意味意味でもでもでもでも、、、、今後今後今後今後のののの経済財政諮問経済財政諮問経済財政諮問経済財政諮問会議会議会議会議のありのありのありのあり方方方方についてについてについてについて、、、、どうおどうおどうおどうお考考考考えかえかえかえか。。。。 

北城：  小泉政権において、経済財政諮問会議は、非常に成果を出したと思う。省庁横断的な経済

政策を決める、特に総理のリーダーシップの下に政策の優先順位を決める上で、非常に大き

な成果を出した。こうした取り組みは、次の政権でも重要になると思う。これは経済・財政に限ら

ず、安全保障や外交政策、少子化・高齢化の問題などいろいろな政策課題は、一つの省庁だ

けでは決まらない非常に大きな政策課題である。こうした省庁横断的な総理・政治のリーダー

シップが発揮でき、政策決定されるような仕組みが、これから重要になると思う。経済財政諮問

会議に限らず、それ以外にも重要な政策決定に関して、総理のリーダーシップが生きる仕組

みを作っていただくことが好ましい。 

  2005 年度の政治委員会で、イギリスの内閣委員会が将来の一つの考え方であると提言して

いる。諮問会議は諮問であるが、内閣委員会のようにそこで意思決定できるような仕組みを

作ってもいいのではないか。 

    

Q:Q:Q:Q:    現在民間人現在民間人現在民間人現在民間人がががが 2222 名入名入名入名入っているがっているがっているがっているが、、、、民間人民間人民間人民間人のののの登用登用登用登用についてはについてはについてはについては、、、、増増増増ややややすすすすというというというという点点点点もももも含含含含めてめてめてめて、、、、いかがおいかがおいかがおいかがお考考考考

えかえかえかえか。。。。    

北城：  経営者と学者・有識者で 4 名が入っているが、やはり民間の知恵・経験を生かすのは重要で

ある。内閣委員会という形になれば、意思決定に必要な主要閣僚と民間の委員を含めて、閣

議、いわゆる政策決定をする場にしていくことが、長期的には好ましい。全ての委員長を総理

が務めることはできないので、そのうちの重要な課題については総理が委員長を務める。基本

的には、民間の考え方も含めて、省庁横断的な政策の意思決定ができる仕組みを継続して頂

くことが好ましいし、そうあって頂きたい。小泉政権の中で、経済財政諮問会議は、特に経済政

策の決定において占めた役割は非常に大きい。当然、次の方も踏襲されると思うし、そうして

頂きたい。 

 

Q:    王子製紙王子製紙王子製紙王子製紙によるによるによるによる北越製紙北越製紙北越製紙北越製紙にににに対対対対するするするするTOBがががが結果結果結果結果としてとしてとしてとして失敗失敗失敗失敗にににに終終終終わったがわったがわったがわったが、、、、今後今後今後今後、、、、事業会社事業会社事業会社事業会社によるによるによるによる

敵対的敵対的敵対的敵対的もももも辞辞辞辞さないさないさないさない TOB がかなりのがかなりのがかなりのがかなりの頻度頻度頻度頻度でででで起起起起きてくるのかきてくるのかきてくるのかきてくるのか。。。。あるいはあるいはあるいはあるいは今回今回今回今回のののの失敗失敗失敗失敗によってによってによってによって、、、、それをそれをそれをそれを躊躊躊躊

躇躇躇躇するようなするようなするようなするような要要要要因因因因になるかになるかになるかになるか、、、、おおおお考考考考えをえをえをえを聞聞聞聞かせてかせてかせてかせて欲欲欲欲しいしいしいしい。。。。 

北城：  これまで日本では、事業会社間での敵対的買収はあまり例が無かった。多くは友好的な

形でのM&A、企業買収が行われてきた。M&Aがこれからの経営戦略の重要な手段と認識

されており、特にスピードを買う、あるいは時間、技術力、市場参入を考えたときに、企業買

収は重要な経営手段になってきている。今回、製紙業界や紳士服業界で敵対的買収が提

案されたが、こういったことは今後も起きてくるのではないか。そうしたなかで、何に対して

敵対的かということが、これから色々な形で議論されていくのではないか。その企業のス

テークホルダーである株主、従業員、お客様といった利害関係者のどこに対して敵対的で

あるのか、現経営陣の経営戦略に対して敵対的なのか、という判断をどのように行っていく

かが、今後の課題になると思う。基本的には、それぞれの会社の取締役会や株主が最終

的に判断していくことになると思う。最終的には、取締役会が、提案が敵対的であるかどう
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かを判断すると思うが、買収される企業側の取締役が、多様なステークホルダー、特に株

主の立場を尊重した意見を出せるのか。特に日本の場合、現経営陣が取締役会の中心を

占め、執行側と取締役が一体の取締役会が多いので、株主の立場の意見なのか、執行幹

部の立場の意見なのかが分かりにくい。この点が、コーポレート・ガバナンスを考えていく

上で、一つの課題になると思う。いわゆる独立した社外取締役の重要性が、M&Aの問題が

出てくるなかで、更に注目されると思うし、我々も基本的に重要だと思っている。 

 

Q:    本日発表本日発表本日発表本日発表するするするする外交外交外交外交・・・・安全保障委員会安全保障委員会安全保障委員会安全保障委員会のののの提言提言提言提言でででで、「、「、「、「自衛力自衛力自衛力自衛力についてはについてはについてはについては、、、、今後今後今後今後もももも抑止力抑止力抑止力抑止力をををを基本基本基本基本としてとしてとしてとして強強強強

化化化化すべきであるがすべきであるがすべきであるがすべきであるが、、、、国際環境国際環境国際環境国際環境のののの変化変化変化変化にににに応応応応じじじじ、、、、日本国民日本国民日本国民日本国民のののの安全安全安全安全がががが確保確保確保確保されるされるされるされる自立自立自立自立したしたしたした国家国家国家国家としてのとしてのとしてのとしての自衛隊自衛隊自衛隊自衛隊

のありのありのありのあり方方方方をををを見直見直見直見直すべきであるすべきであるすべきであるすべきである」」」」とあるとあるとあるとある。。。。どのようなどのようなどのようなどのような国際環境国際環境国際環境国際環境のののの変化変化変化変化をををを感感感感じてじてじてじて、、、、このこのこのこの一文一文一文一文をををを盛盛盛盛りりりり込込込込んでいるのんでいるのんでいるのんでいるの

かかかか、、、、そのそのそのその理由理由理由理由についてについてについてについて伺伺伺伺いたいいたいいたいいたい。。。。 

北城：  こういった議論を行った背景には、安全保障に関して、50 歳前後の若手経営者の視点で

外交・安全保障関係を議論してもらいたい、という考えがあった。これまでは 60 歳を超えた経

営者がこのような問題を議論してきた色彩があったが、次の世代の中心となる人に、外交・安

全保障の議論をしてもらおうということだ。その結果として、日本の自衛隊のあり方についても、

見直しが必要ではないかということである。特に、北朝鮮の問題が起きるまでは、日本にとっ

て具体的な脅威、国民の安全や財産が奪われるという脅威がなかったが、どう自衛力を整備

していくのかということと、国際貢献としての自衛隊のあり方について議論があった。特に、将

来の国際貢献を考えると、自衛隊と民間との協力関係、いわゆる CIMIC（Civil-Military 

Coordination）についても議論していくべきではないか。イラクの復興支援には自衛隊だけが

参加していたが、治安が安定しないところでの、自衛隊だけではできない民間の力が必要な

復興支援について、日本はどう取り組んでいくのか、これから考えていくべきできある。その意

味で、提言では自衛隊のあり方についても述べている。 

 

 

（文責： 経済同友会事務局） 

以 上 


